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記事 42          三保松原と⽇本平 

村松憲⼀ 
 

三保松原と⽇本平に⾏ってきました。三保松原は砂
さ

嘴
し

の例で有名です。砂嘴は，海岸線に沿って
できる沿岸流によって運ばれた砂や⼩⽯が，岬の先端や湾の⼊り⼝などに「⿃のくちばし」のよう
に細⻑く突き出して堆積した地形のことです。潮流や波の影響により，先端が内側（陸側）にゆるや
かに曲がっているのが特徴で，砂嘴が枝分かれしているものを分岐

ぶ ん き
砂
さ

嘴
し

と呼びます。三保半島をつ
くる砂嘴は 3 つに分かれていた（図 1 1909 年の地図）ことから三保の名が付きました。稲穂のよ
うだという意味で御穂

み ほ
と書くこと

もあります（例えば御穂神社）。三
保半島は北東⽅向に伸びた⻑さ約
6kｍの砂嘴です。図 2 と図 3 は地
理院地図からつくった現在の三保
半島の地形図と地形断⾯図です。
かつては三保の砂嘴は 1 年に 3ｍ
程成⻑していたそうです。砂嘴に
堆積している砂礫の供給源
は⻄⽅の安倍川河⼝に流出
した砂礫や途中にある有度
⼭塊の南の部分が沿岸流に
よって侵⾷された砂礫で，とも
に強い沿岸流で運ばれてきたも
のです。はじめに最も内側の分
枝ができ，次
いで中央の，
最後に外側の
分枝が順に造
られます。縄
⽂時代前期の
約 6000 年前ご
ろで，⼩規模
な海⾯変化か
あ る い は有度
丘陵の隆起が関係していると考えられています。三保松原付近は砂浜（図 4）も広いですが，海岸で
気づくことは⿊っぽい砂（図 6）より礫が⽬⽴ち，特に波打ち際は礫が分布することです（図 5）。
礫種は砂岩などの堆積岩がほとんどで，そのほかは⽕⼭岩の礫からなります。しばしば暗緑⾊の蛇
紋岩の礫も含まれ，これらの礫種の割合から供給源が安倍川だと知られています。図 7 は清⽔灯台

図 1 左上 三保半島(URL1)    図 2 右 現在の三保半島 
図 3 左下 三保半島の地形断⾯    緑⾊は標⾼ 10ｍ以上の地域
       （図 2・図 3 は地理院地図から作成） 

 図 4 三保の松原（富⼠⼭は雲の中）      図 5 海浜礫（清⽔灯台付近） 
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付 近 で ⾒ ら れ た
海 岸 の 堆 積 物 の
断⾯です，砂層の
上 に 礫 層 が 載 っ
ています。 
三保松原の砂浜 
は 1980 年代から 
海岸浸⾷による 
消失の危機に⾒ 
舞われています。 
原因は，1960 年代 
に安倍川で⼤量 
に砂利を採取し 
たこと，安倍川で 
砂防堰堤や護岸 
⼯事を⾏ったた 
めに川から供給 
される砂や礫が 
減少したことな 
どです。静岡県は 
1989 年から，海岸保全事業として海岸から 100ｍ程の地点に消波ブロックを点在して設置したり， 
ヘッドランド（⼈⼯岬）を設置しています。三保松原は 1898 年に保安林に指定され，1922 年には 
名勝に指定されます。さらに 2013 年には富⼠⼭世界⽂化遺産の構成資産に登録されます。そのた 
め，消波ブロックの配置を考慮しています。 
御穂神社から南の海岸へ向って延びる「神の道」と呼ばれるおよそ 500m の松並⽊（図 8）の先に， 
⽻⾐の松があります。この松は御穂神社のご神体で，祭神が降臨する際のよりしろ（⽬印）とされて 
います。現在の⽻⾐の松である「三代⽬」は 2010 年に認定された推定樹齢約 200 年のクロマツで 
す（図 9）。このマツ林は明治時代に⺠間へ払い下げられ多くの松が伐採され，また，戦時中や戦後 
は燃料や井塩（濃い塩⽔になって溜まった地下⽔を煮詰める）のために⼤量の松が伐採されたそう 
です。 
先端の真崎には東海⼤学海洋博物館，⼈体博物館などがありました。ず 
いぶん前に，東海⼤学の海洋実習に参加したときに⾒学しましたがユニ 
ークで⾯⽩い博物館でした。当時は，⽥⼦の浦が海洋汚染の代表的なと 
ころで，奇形の⽣物採集や，海洋観測，船中での宿泊など 2 泊 3 ⽇で清 
⽔港から下⽥までの実習は思い出深いものがあります。 
清⽔灯台付近は広く砂嘴が張り出し，三保空港があります。ここの使⽤ 
⽬的は救難活動が主体でしたが，滑⾛路への砂利等の流⼊により休港状 
態となっています。清⽔灯台は三保半島の東端に⽴ち 

   図 6 海岸砂             図 7 海岸堆積物断⾯（清⽔灯台付近）

 図 8 松並⽊（神の道：御穂神社⽅向）     図 9 ⽻⾐の松（三代⽬）

図 10 清⽔灯台→
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⽇本初の鉄筋コンクリート作りの灯台として，近代化産業遺産にも登録されている⽩亜の⼩さな灯 
台です（図 10）。頂上部の⾵⾒鶏は，⽻⾐伝説の天⼥の姿をかたどっています。ここには駐⾞場もあ 
ります。 
 
⽇本平の⾒学 
有度丘陵（最⾼地点は有度⼭ 307ｍ）は周りの⼭地から切 
り離されて駿河湾に接しています。有度⼭の⼭頂近くには 
「⽇本平夢テラス」などの展望台（図 11）や静岡県内各放 
送局が共同で建設した，⽇本平デジタルタワーがありま 
す。有度⼭の⼭頂部が平らなこと（後述する久能⼭層の傾 
斜した地層の上⾯にあたります）や⼭頂部からの眺めがよ 
いことから⽇本平と呼ばれています。平らといっても北⻄ 
⽅向に緩やかに傾く平坦な地形で（図 12・図 13），第四紀 
の泥層や砂礫層からできています。砂礫層のため丘陵の 
南側は切り⽴った崖（崩壊地）が続き屏⾵岩 
などと呼ばれる独特の地形が⾒られます。構 
成する地層は，下位から根

ね
古屋
こ や

層，久能⼭層， 
草 薙
くさなぎ

層，⼩⿅
お し か

層，国
くに

吉⽥
よ し だ

層に区分されていま 
す（図 14） 
根古屋層は丘陵の南麓に分布し，約 30〜10 万
年前（44 万〜27 万年前？，25〜35 万年？）
に堆積した 3 層のくさび状の礫層を挟む泥
層からできています。陸棚のほとんど発達し
ない急深の海の⽔深 150m くらいのところに
堆積したと 推定されて います。現 地性の
Limopsis シラスナガイなどの⾙化⽯を産しま
す。その上の久能⼭層は 13〜20 万年くらい前
の安倍川河⼝付近に形成された扇状地から三
⾓州に堆積した礫層の堆積物であると考えら
れています。ナウマンゾウの⻭が清⽔区村松の
久能⼭層村松礫シルト部層や北⽮部から発⾒
されており，久能⼭層最上部の含礫泥層基底部か
らもナウマンゾウが産出しています。単体サンゴ
の放射性年代からは約 17 万年前のデータがあります。中礫や⼤礫，巨礫を含む傾斜した礫層からな
り，層理には級化または逆級化構造も⾒られます。有度丘陵は久能⼭層が堆積した後，有度⼭を通
る南北⽅向で北に傾く軸を中⼼にして隆起し始め，その結果，北側の⼭地との間に，盆地ができそ
こに海が進⼊して⼊り江ができます。その⼊り江に堆積した泥層が草薙層で，カキなどの浅海性の
⾙化⽯が発⾒されています。その後，草薙層を堆積した⼊江は安倍川が運んできた⼤量の砂礫によ

  図 11 ⽇本平から清⽔⽅⾯ 

  図 12 有度⼭の地形（地理院地図から作成） 

図 13 有度⼭の地形断⾯図（地理院地図から作成）
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って埋積され⼩⿅層が堆積します。⼩⿅層からは
約 10 万年前に降下したとされる御岳第⼀テフラが
発⾒されています。⼩⿅層は丘陵の北〜⻄側に分
布している平坦⾯つくっており，ミカン畑，茶畑や
⼤学などの敷地になっています。⼩⿅層は礫層で，
下部は⽐較的淘汰の良い亜円礫ですが，上に向か
って粗く乱雑な堆積をしています。⼩⿅層の平坦
⾯には，北東〜南⻄⽅向にのびる急斜⾯があり，そ
れより北側に分布する礫層を国吉⽥層と呼びま
す。安倍川が⼩⿅層を侵⾷して崖をつくり，崖の⻄
側に礫を堆積させた地層です。国吉⽥礫層は住宅
地や農地となっており⾒るのはむつかしそうで
す。 
前述したように⼭頂部から北⻄に緩やかに傾いた平
坦な地形（⽇本平）は久能⼭層の傾斜した上⾯で，
もともとは⽔平な堆積⾯であったはずで，現在のよ
うに傾斜したとするとその隆起量は年に約 1.7mm
となるそうです。草薙層も⼩⿅層も北に傾斜してい
ることから，この隆起運動は，その後も続いているよ
うです。有度⼭塊は古い地層ほど強く傾き，全体の構
造からすると北東-南⻄⽅向に伸びた⼀つの⼤きなド
ーム状隆起をしています。このドーム構造は特に南側を海による侵⾷で切り取られており，有度丘
陵ではドーム構造の北半部が⾒られるにすぎません，丘陵の南縁の急崖を形成する部分では，根古
屋層・久能⼭層を切って東北東−⻄南⻄⽅向に並⾛する幾つかの⼩さな正断層（主として南落ち）
が⾒られます。 
南側斜⾯（海側）は傾斜が 30°〜45°程度の急崖です。北側・⻄側斜⾯（静岡市街側）は丘陵頂部
から北⻄⽅向にかけて緩やかに傾斜する（数度〜 10°前後）平坦⾯が広がっており，茶畑などに利
⽤されています。東側斜⾯（清⽔側）は南側と北側の中間的な傾斜を⽰し，多数の⾕が⼊り組んで開
析（浸⾷）されており，⼭林やみかん畑などに利⽤されています。 
有度⼭の南側は⽯垣いちご栽培が有名です。北側は⼭で，南側の旧海⾷崖は，⽇当たりがよく暖か
く，さらに有度丘陵は主に礫からできているので⽔はけがよいなどの条件が栽培に適しています。
近年は⽯垣はコンクリート板に変わりビニールハウスになってきています。 
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図 14 有度⼭の地質図（柴ほか，2024 から作成）

    図 15 有度⼭地質断⾯図 

（静岡の⾃然をたずねて編集委員会，2005）
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URL1：
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=34.999828&lng=138.506312&zoom=14&dataset=kanto
&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10
&overGSItile=no&altitudeOpacity=2      
 
 
 
 


